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 変革、革新は教えられない。教えられる変革
はすでに存在しており、正解らしきものがある。
変革とは言わない。 
 革新への手がかりがある。すでに、革新の為
の兆候が現れて、兆候を見つけ出し、兆候を機
会に転換できる。人材育成は、革新への方向と
革新リスクの低減を図る。 
 どこかに、正解としての答えが出ているはず
だとする。その解を探そうとする習慣がついて
いるところに発展を阻害する傾向がある。状況、
自らが持つ環境、現在の位置から、自らの解を
見いだそうとする姿勢が大切である。自らの解
を探そうとする姿勢を育てねばならない。 

学習難易度が上がる 

知識供与 

1.分かる 2.できる 3.応用する 4.工夫する 

トレーニング 

2.気付く 

1.考える 2.解をだす 

3.ＰＤＣＡ 

4.変革する 3.ＯＦＩ 

1.考えさせる 4.改善する 

既存の枠の中での育成。 
正解とする解が存在する。 

改善する対象が存在する。 
正解の範囲はあるが、正
解は存在しない。 

対象は漠然とし、対象のあり様はな
い。方法、求める解は存在せず、理
想と現実の問題が存在する。 
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Ｃを目的にするとき、学習者への最適化チェックと支援を必要とする。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

育成の目標は３段階に分かれる。「Ａ.工夫する」「Ｂ.改善する」「Ｃ.変革する」である。 
集合研修は、知識の導入である。知識導入から、如何に行動の方向を示すかである。 

組織内教育の目的が「変革する」であれば、１回１日程度のＯｆｆ-ＪＴでは、Ｂ-２の「気付く」

までが限度だが、目標にするべきである。改善する、変革するレベルによって異なるが、

⇒「気付く」まで持って行けるのは困難である。継続してＯｆｆ-ＪＴを行うか、丁寧なフォ
ローアップが必要になる。 

育成及び現場で
の活動のリスクが
高くなり、失敗す
る確率が上がる。 

フォローアップの充実を図る。 
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課題意識 

育成システムとしてとらえる 

人材の知識、経験、
意識によって、目標
とするＡ、Ｂ、Ｃの位
置が変わってくる。 
目標とするＡ、Ｂ、Ｃ
の位置を混在させな
い方が育成効果が
上がり易い。 
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